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1997年に「保物セミナーIn敦賀」という名称で開催してから

今年で23年になります。

その時の要旨集の表紙及びプログラムを下記に示します。



保物セミナーとは
電離放射線と非電離放射線に関係なく

放射線に関係する、あらゆる分野の人が横断的に集まり
討論を行う場であります。

今年のテーマは
下記の３テーマです。

１．共通事項
２．保物関係
３．電磁界関係



テーマ １ 共通事項
主催：（認定NPO法人） 安全安心科学アカデミー

（1）開催の挨拶 辻本 忠 （保物セミナー2020実行委員会委員長）
（2）シチズン・サイエンスについて 講師：辻本 忠 （認定NPO法人）安全安心科学アカデミー

テーマ ２ 保物関係
主催：（一財）電子科学研究所

（1）「教育現場に於けるクルックス管から漏洩するX線に対する安全管理について」
講師：秋吉優史（大阪府立大学）

（2） 「教育現場で測定可能なクルックス管からの漏洩X線量スクリーニング手法の開発」
講師：森千鶴夫（名古屋大学）
共同発表者：緒方良至（名古屋大学）

掛布智久（日本科学技術振興財団）
秋吉優史（大阪府立大学）

テーマ ３ 電磁界関係
主催：（一財）大阪科学技術センター

（1）電磁界問題の最近の動向（商用周波）
講師：中園 聡（電力中央研究所）

（2）テラヘルツ波と非周期的結晶としてのウイルスとの相互作用について
第1章 西澤潤一先生のご紹介 講師： 加藤和明(洗練課題研究所)
第２章 テラヘルツ技術の紹介 講師：鈴木壮兵衛（そうべえ国際特許事務所）

(3) 新型コロナウイルスへの量子工学的対抗策の検討
講師：秋吉優史 大阪府立大学
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討 論

各分野の
放射線関係者

事務局
seminar@esi.or.jp

安全安心科学アカデミーの
ホームページ
http://anshin-

kagaku.news.coocan.jp/hobutsu2020ex
t.html

質問・コメント

討論者の所属・氏名は 原則として

匿名としますが、 実名で討論をして頂
いてもかまいません。

mailto:seminar@esi.or.jp
http://anshin-kagaku.news.coocan.jp/hobutsu2020ext.html


ピンチをチャンスに

日本人は礼儀正しく目立ちたがらない性格であります。

そのため、大勢の人の中で、

自分の意見を述べることが下手な人が多い様です。

これまでのセミナーでも特定の人が

全体を引っ張ってきて

頂いて来たように見受けられます。

しかし、今回は「Web討論」です

他の人を気にすることなく

自分で、じっくりと考えて

匿名で討論をしてください

実名で討論をして頂いてもかまいません。

有意義な討論会になることを期待しております。



報 告 書

保物セミナー２０２０

報告書

印象記：

講師のパワーポイント原稿及び質
疑応答の内容をもとに印象記を作
成致します。そして、電子科学研究
所のESIニュースに投稿致します。
報告書：

講師のパワーポイント原稿及び印
象記を取りまとめて「保物セミナー
2020」の報告書と致します。
表紙のデザイン等は検討中でありま
す。



ご討論の最後に

「これからの保物セミナーについて」の

お考えをお聞きかせください

具体例として：

１．今回の方式についての問題点について

２．これからの保物セミナーの在り方について

３．「保物セミナー２０２１」について

４．その他



本セミナーで

ご討議及びコメント頂いた方は

保物セミナー2020の参加者と致します

参加者には最後に

「報告書」を送付させて頂きます

多いに、ご議論をお願い致します。


